
 
 

 

 加入要件 改正後 現行 

（1）労働時間要件 変更なし 週の所定労働時間 20 時間以上である 

（2）賃金要件 法律の公布から 3 年以内に撤廃 月収 8.8 万円（年収 106 万円）以上である 

（3）企業規模要件 10 年をかけて縮小・撤廃 厚生年金被保険者が常時 51 人以上である 

（4）雇用期間要件 変更なし 2 か月を超える見込みがある 

（5）適用除外要件 変更なし 学生（夜間学生等除く）でない 

  
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

51 人 
以上 

現在の 
対象 

36 人 
以上 

2027 年 
10 月～ 

21 人 
以上 

2029 年 
10 月～ 

11 人 
以上 

2032 年 
10 月～ 

10 人 
以下 

2035 年 
10 月～ 

 

 現行 
2027 年 
9 月～ 

2028 年 
9 月～ 

2029 年 
9 月～ 

標準報酬 
月額 

65 万円 68 万円 71 万円 75 万円 

厚生年金 
保険料額 59,475 62,220 64,965 68,625 
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標準報酬月額＋（直近 1 年の標準賞与額÷12） （老齢厚生年金÷12） 

◆基準額を超えた場合、その 1/2 が減額になります。 
（例）①45 万円＋②10 万円＝55 万円の場合 

  55 万円－51 万円＝4 万円 
  4 万円×1/2＝2 万円（年金減額・現行） 
 

個人事業所 

労働者数 業種 改正後 現行 

常時 5 人以上 
建設業、製造業、運輸業、医療業、士業等 変更なし 加入義務あり 

※農業、林業、宿泊業、理美容業、飲食サービス業等 加入義務あり 加入義務なし 

常時 5 人未満 全業種 変更なし 加入義務なし 

［保険料額は折半分・現行の料率］ 

◆雇用期間が 2 か月以内であっても、雇用契約書等において「更新される場合がある」旨 
が明示されている場合、「2 か月を超える見込みがある」と判断されます。 

※2029 年 10 月 1 日時点で既に存在している事業所は当面の間、対象外となります。 

 

 
 

   

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
     
 

 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪筆者：古谷野≫ 

受給者 配偶者の死亡時 給付期間  受給者 配偶者の死亡時 給付期間

女性 
30 歳未満 5 年間  

男女共通

60 歳未満 原則 5 年間※

30 歳以上 無期 60 歳以上 無期

男性 
55 歳未満 給付なし  ◆年収要件（年収 850 万円未満）の廃止 

55 歳以上 60 歳から無期 ◆5 年目以降も継続給付の場合あり※

 

 

①すでに遺族厚生年金を受給している方 
②60 歳以降に遺族厚生年金の受給権が発生する方 
③18 歳年度末までの子を養育する間にある方 
④2028 年度に 40 歳以上になる女性 

◆見直し後の有期給付は現在の遺族厚生年金の額の約

1.3 倍となります。 
◆5 年間の有期給付の終了後も、障害状態にある方や収

入が十分でない方は、引き続き遺族厚生年金を受給

することができます。（継続給付） 


